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緒 文

大館市内で縄文期竪穴が学術関査されたことはない。ここに報告す

る竪穴は．＊館市の西辺叫1滝から市境界を距て約 500mほど北の北秋

田郡田代町山田字柏木岱迫跡の発掘によるものであるが．大館市史編

さんの関査が開始されてからの発掘であり．市域と近距雌にあるため．

その資料に加えても差支えない。

悶査は昭和4~4-5 月の境と 8月猛社中に行われた。遺跡はかな

り広い未発掘部分を残すが．ひとまず今年度分としてその概要を報告

する。

この遺跡は遠からず土木業者の土取りのためその姿を梢すであろう

が．更に追加発掘するに足る価紐をもつ遺跡であることを指摘してお

く。

発掘を許諾された土地所布者の藤島礼二氏に原く御礼巾し上げる。

（大館市史編さん委只奥山濶）



遥跡の位箇と地形 〔町 図）

大館市の中心から国道7乃捻を西へ約6uiで北杖Ill郡Ill代町Ill日である。奥羽本踪下川沿駅が

ムが Ill口からIllI¥'. 町山田に通じる追れを北に I8 l • . 1(1,i-・Iii駅にそる辺路の分廷．（バス

｛？）の北東 150mの台地溢が叫紐Ii!(である. iti f~ よりのlt祁約 !Om,分岐点の屈芯は50mであ

る。台l~国とrti西の谷には細いIllが洒流し111111111と台地のrti丙咽近の地点で合流して南下．米

代HIに合治する。

台地を構成する地質は十和111火砕流で， 111111小学伐北部でその沿部が第3紀庖を不役合にお、

うI))が兄られる。迫物から考え，付近の現地形1/))&本はほぼt迅文晩IYWIこ充成したものである．

Fig 1 違謬位匿図
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発掘調査（第2図〕

この台地の上必は戻業用に黒土を剥土したあとの.aば土の発達が充分でない縄文期文化面が

芥出していた。地丑に遺物の欣布は見られなかったが．剥土のためプルドーザーがfl-仰したルー

トがあり．そのほ沿に竪穴住居址の落込みが兒られなこの部分と剥土された台地の一部に数＊

のトレンチを入れた。

トレンチり細は 5月期Ill!中で一且終了したが，竪穴は 5rt巾ほぼ完低 1戸を更に四方に拡張発

1屈し他の翌穴を検出した。 5月中のト レンチ発批で頭令を保存する」J匹と．机石をffなう ．多

くの不定形ピ・，トを発見した。駈序は不同であるが．これら遺構につさ記戟しておく。

"一

Fig 2 トレンチ配置図
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I 竪穴住居址群 （第3図 ・図版 1-4]

la'¥ 3図のように 2戸のほ ．’完全な竪穴のはか．他の竪六と見われる追,,...,,ゴの一部を発掘した．

ほぼ 5mX9mのグ'}ット内に出土した竪穴を 6区にわけて説明する．

］ プルの昇に料のは部に見られた百込みである．ブルによってtJJl!kされた吝込みの舷斯面は

約 3.5mを,1ti1Jl.8本ほどの柱穴状ビァトを検出した。柱ブくは森さ40-3Ck璽のしの 3本.17~20 

CDIJ. どのい7)4木,I釦aのもの 1本。東側に土滋片が出上したが瓜年位はの判定できるものは 1

片だけである。

東叫にさらに 15~20cmの深さのビフトや柱穴がのちの拡張で出現したが．別の施設に属するら

しい。但し 1区と同一面である。

II 南西方向にこの面を拡張したところ. I区I未面の同一面に黒土（小fll内をiU在）する部分

がI-CJ型に出現した。この面を拡張すると径50anの円型焼土（炉）が出現．拡張面では柱穴状ピッ

トは全く出現しなかった。

上召片の出土は全く少なかったが．生活面であると判断されI:.。この黒土を依去したとこる約

15cm下に．枯土の貼床あるほ 、・1悧円形プランの径 5mX3.5mの竪穴が検出された。

なお先に出現した焼土はmさ15cmで．新たに出現した竪穴床面に達する”さを示していた．も

しtこの1!l1石のない炉が．竪穴床面に辰しているとすれば．この炉焼土の間！式の瓜色土は．単に

竪穴中に自熱的に堆楕したものにすぎない。

出土遠物は少なかったが．炉の東億に接して．床面に lflllの世JGが発兄されたことは注目され

た。

往穴は大きい直径のものはなかったが．やや深いものが.131吠に分布する符色が兒られる。

炉の東南滋に柱六より大きいビットが出現間口而から 15cmはど下ったレペルに1糾Kの河原石

数個が蚊んでいたが．第2次発掘で拡張精査の結果、このピットは深いコルペン状ピットと判っ

た.Oil口部の径0.8m.開口面から0.65mの深さから下方に111lさ．深さ 1.3mで底面に達し．底

面は l.5mXl.4mの円型プランである。

ll/lらかにこの竪穴に所屈した施設であり．このように竪穴内に．性格不明な点の多いコルベン

埜ピットが発兄されたことは典味深い。

旧 この竪穴の南西間iiが一部他の竪穴に切り込まれている様に観~~されたので．南西に拡張

した。同時に東西両償にし拡張を試みた。

ここにも小FLL環混在の黒色土層が出現 ,Jヽ 呈の遺物のあるその面を掘下げ．径 Jmほどの不正

円型の翌i':が出現した．この竪穴内に深さ岱〇ほどのひょうたん咽ピットの（も．口径70cm,深さ

ぉ口の正円筒型のピットが出現した。柱穴状ピットは 4本であるが，?i円筒型ピットとその近く
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Fig 3 竪穴住居址群実測区l
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の1訊Oaii.深さ4なの柱穴状ピットの傍らに．径2知 ．深さ 1如ほどfl),!且史 (3突起ある深鉢）

のある小ビっ卜が発兄されたことも注目されたe

なおこの竪ブくの上部生活面からは 2個処に焼土が発兄されている。

＂ この西南. 11 竪穴のものよりは高いレペ/I,で径はや、小さいが．深さ 85allの肛円河烈ビ•,

”溌：兄された。ほかに径60X4知 ．深さ30aaのビット．数（木の往穴状ビットが発姐された。

V II号竪穴の南開には．周!it近く 3本はどの往穴状ピットのほか石flllかの一部が発兄され

た。またこの V乃竪穴と a号竪穴の填に．完全に復原でさないが＂手大埜の円筒上層式深作の上

'因部の大9わ`が数倣発兄された。

V1 この 11.m. V竪穴の東に第6号の竪i¥:と恩われる厖設が検出されたが.l!/1日の関係から

拡張に至らずに中止した。 6本ばかりの柱穴状ピットが発兒されている．

II 土砿墓 （第4図）

段Ji舌状部東側に近く脱地長下30cmほどの焦土円直下に．惰円型の粘・l:逍をした翡絋らしいビ

ットがlll独で発兄された。惰円型ビット上面の南半部には枯土近が欠けていんが．その凩土部分

を掘りさげると．類惟が数個出現し，萩いて枯土の下部，ビット底に欠失部分が多いが頓互の一

祁らしい介格が出現した。出土遺骨は人竹と判断されたが傾什は小型であり.141ftの一部も兄ら

れた。一在そのま ・放凶．翌日取上げのためピットを必釉ブj(uJにU)訴して取上げ．土中からは歯

の多くを選別できた。億も小さく ． おそらく小児介と令えられる．•

また頑什からわずかはずh,ピット中段に小型のKt製石斧 1個がt:1かれ. :.l•J葬品と判斯された，

頭fl',類介以外の四肢什等は発見されていない。介格については札戟医大第 2柑剖学牧室の人顛

学者三ほ公平粒授の御快諾を得て目下．復脱研究中である．

第4凶にこの土砿硲の実湧図を掲げた。ピットは長径85c;i,)/.I径40cm,深さ40caで．氏軸方向

は北東である。副祁石斧の深度は叩口であった。

Fig 6(7)土砿墓副葬の届平片刃石斧

・ ~ ・ ゚・
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Fig 4 土湛墓実測図

m 配石土砿群 （第5図）

竪穴群より東南 15mを距ててCトレンチを設定．次第に追肪して．中央から北に掘り逸み，配

石遺＂を発見した。この区域を Dトレンチとすれば，主としてその東北側に紀石が見られ．その

fAI辺に密接して不定形のピットが7基発掘された。

遠物のまと ま っ たものは少なく ． いずれもピ•, ト開口部のaなどに，点々と穐文後期土召の小

Jわがあっただけで，その出土状況からみて．特別に立義あるものは兄られなかった。

例外として 1号と名付けたピ.,トからは，図示したような荻縄文期土召の複の口は都．酎上部

のや、まとまるJ',が発揺され，それは故意にこわされた断口を示していた。

陀石は欣射状または項状でなく ，平面的ではあるが，一種の積石と見なされる。
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Fig 5 配石土這訂平面図
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N 出土遺物〔第 6回 IH 7l)

1 土器

A. IJ両 ト レンチ（第 2図参照〕 の出土迫物は-r.•&するが. J: 沼の包含は削剥された地表下

（原地表は約30cmほどの汲土にお ・われていたものと思われる）23cm, 3b, 39cm, 58anの 4M 

位から出土している。更に上に 1-2陪の包含限があったものと推定される。

これ らの土粉はいずれも縄文中期末と考えられる。

竪穴群発掘の院上層から出土 した遺物破片は第6図2ml、Ii影で示したものであるn

A 竪穴床面出土土器 〔訊 6図 I)1 , 2) 

第6図 1)1は第3l}竪穴のI紆東繋際の出土．円筒形の大”深f¥でみが口U部に遅絞山形文を帖

土細紐を貼りつけて鯰り．尉郎は縦の枯土紐で四分割し．その間を横位の枯土紐貼付文で飾って

いる。またおそらく llすまたは 2対であろうが．口粒部を帖上紐による円形貼付文で祐る。帖土

紐貼付文上には縄文の厖文はない。したがって貼付文装節は．縄文庇文後にbl文されたものであ

る。胴下部を欠失， 口径28an,17-さ2m, 現高22cm,胎土には砂位を枇在する．

第 6図1 )2 1よ埋襲である。 本米W~fhl を 4 分割した 4 突起をしつぺさであるが．この土硲は 3 突

起らしい。突起部先磁は欠失しているが外111に貼付の枯土祖を茄る。外反する口樟部は無文であ

るが．折返し口絃には間開をおいて撚糸文を押圧。新部以下は縄文を施文している。口径l&m,

高さ18a.,~ 径 8e11である。

B 竪穴住居址内出土土器

第6図2)の拓影11.第 l~応6竪穴f主居址区の竪穴を埋め．炉（石llilのないl址を数地点に残

していに上位生括面と比餃的床面に近い居住から出土した」澤であるが，その出土状況は．数グ

ループにわかれて小区域にまとまって発見されたものが多い．

!~I初各1ヤは第2丹竪穴住居址のコルペン型のピットを理めた土のJ.:f:v.部.PJJちビット1111口

部よりわずか下位に，改例の及い）II原石が拉ぺられ，その1（.[下に出土した土苔で.14~17は. 5 

月の発屈に引続さ BAに第 2 丹竪穴住居址の南紐を追『かしt.:~に.f父仔していた上位生泊而中の

出土である。この第 2丹竪穴f主店址は'5月に検出徘土中には．全くと 言えるほど遠物の出土を

見なかったものである．

l -13ol土沿の中．縄文の地文に沈線文をもつ土沿には. 2. 8を除いて．店梢縄文の手法が

見られる．他に燕文に沈鯰による直線文のある土缶 (3~7)が兄られる。床面上層位の土器に

もは ・、同じ手法が兄られる。
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Fig 6(1) 竪穴住居址内出土土詐



Fig 6(2)竪穴住居址出土土鈴
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どららかと aえばこれだけの中では, 14以下が13以上よりも上層位の土活であろう．

18~27は第 3 月竪穴住屈址にあった．上位生活面の炉~土）中に発見された」：岱｝ヤの一部で

ある．最も閥改の多かったのは23,24の類に同一個体に属する土器であった．焼土の成立はこれ

らの上器と．届1一期ないしそれ以前でみることをt勿琵っていると打えよう．

こ,1らの中でY.f梢縄文手法を示すものは' l個だけで (18)熙文の地文に平行沈踪文を施文し

たもののほか.19~22のように縄文地に太い沈線で曲楼文を描いたものと．無文の地に直線的沈

線文と上部に竹汗によるII¥形文を施文した 1片 (25)がある。

21以下の各ゴ滋孔．第H;翌穴住居址ほかを発堀していく過程で出土したしので．たとえば31.

32は第 4分竪穴住む址の1未而上lOanほどの層位の出土である。

これらの土芯は．せiい範囲内に互に切込ま れた竪穴住居址域の出土であるから.i:.1然的な編

年的府序を示す明Clな賀料とはしがたいが．全体的に互に隔筵した組年位四を示すものではない。

従っておよその竪穴IE届成立の時期を示すものとして．取扱って差支えないであろう。

C 土製品

第4乃竪穴住居址の上陪I立から．第6図3)に示した土製品が出土している.l.i. は当地方に多い

キノコ咆の土駁品でみる。

右はおそらく板状の上(DIの破片と考えられる。両面に竹管による剌突文があり，下祁ちかくに

は 3 咽の貫通孔がt~んでいる・

二二）

｀ 0 ~ —,,.._ ~a, 
Fig 6(3)土 製品
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D 配石土1広内出土土器

第6図叫配石土砿群の第 1号ビット中から出上した土己である。Iii形の高い口ほ部は，口は

瑞と内倒に縄文があり．頸部以上にも施文が兄られる。＜びれの部分で割れていたものを復原し

た．拓影では判りにくいが．顆部のくぴれに一種の綾絡文が兄られ．内行する口絃部に特異な縄

文が兄られる．

この経文は．はかい細棒先瑞1こ撚縄を結び．ついで細Mlにからませた縄の他の一溢を．細棒の

先で差しとめた匝体を横方向に回転LI.:.一種の撚糸文と行えられる。 休部にもその結び目の回転

文が見られ．撚糸文部分は店梢してある。

かめ型土沼で口径22.ca.厚さ 5皿現高13cロである。胎土に砂9立を氾在し．焼成や 良ヽ好で．

口は郎には炭質物が残留し．しかも甚だ軟力•く手に付沿する．

13 
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Fig 6(4)第1号ピット出土続縄文式土雑
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Fig 6(5)配石土瓜区域出土土器

E 配石土ぷ区出土土器

前述のように．竪穴住居址群の東門に発兄された配石土ぼの密集した一角では．土泣内の退til

出」：は少なく ．第6図5)(1)拓影で示した上缶片ですぺてである。

土苫は一期間に屁するものではないが．これらは土坑内から出土したものはほとんどなく．土

砿のleiのあたりに発見され．もともとこの期土西の散布区域に土砿が迅られた際に．土層の伐乱

によりさらに混在したものと認められた。

笞問によっても汎るが，大体太目の縄文を地文とし．太い沈線文のある土磁と．細い縄文を地

文に．細い汰線で直線または曲線文を施文したゴ澤と．縄文だけの土蓋ないしは黒文上沿に分

訊されるが．第6図5)1初黒文土器は縄文式土店ではない。以下簡単に説明する．

1は口作に 1対の小さい山形突起をもら．口縁部は縄文を店梢しているが．以下」ilAJlの左斜縄

文を地文とし．浅いが太目の沈踪文により口tiに平行紺と山形文らしい沈踪を画いた上召で．胎

土に細かい砂粒をまぜ，橙黄色を呈する．
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2は沈線による1ll1諒文をFLい1.:・Nrな沈船文以下に花文した l:Z:で.~f; I: にhずか砂,~を含み

ほ ・・ Jと同只阿色でhる

5はよく;)H!されI点滴1こ臼い縄文を地文と Lて平行沈線及び I:下!4称のllli線文を狂文した上

匹で.~~<序ぃ• Iとrt'7さが沢るがは、・同じ手法と考えられる。

6は烹縄文で3本の平行北絃を近いた部分であるが．文様の1員tirJ杓VIてもる．

7-9の3伐はfJ澗立の手ilがとられ．細かい縄文の地に細い沈は文を両さ．沈は区函内の

ーガの縄文を加'jしている. 81:t 3似ないし4図の突起を もつ外の突じ先沿で.m部はJしくくほ'

み．裏隕い＜＇った .I:うに作られているり 10も磨il'i縄文らしいがはっさり hからない。うすく．

細いシャープがJ!行沈訟による必比文と．一本の曲訟文1らよる文flを1月成している．

叫 ．胎土の色は I. H/11ているが．それにはない砂出を含み．火只で.Iii影の這Ii分

にはロIiiこほぼ垂it'(t.:ヘラよl:IJJl'iによ りなでおろした平行なlaf4がぃ．以下の左料めの縄文

のように兄える文様はや .t!Iい的面のため不五実ではあるが．渇文でなく榛状のI.Jl-1こよる押圧

ないし引掻さ紺で． これは戊いは :ii6Ml図の土苫に頂する形のJ:i:1 ロIi~でhろう．従ってむし

ろ時期的に18などに接近するかししれない．

14は辺かい細い縄文を厖文．口沿にも縄文を託文している。 15はせよい糾の口U祁にr.:iをおい

て丸1糾犬工具による刻みを籍し,16は撚糸による格子状文である．

17. 18は慧文で.17はJI:,土に紗拉なく烹文の縄文式土召とtえられるが,181:t.fflい砂拉をまば

らに況在し ． 四去に細い刷碑文らしいI~!過文が兄られ．夷而には麻!.Y)のヘラによる悶笠文が

兄られる。

以上の土召は研JIJI的に大別してII.12. l<1を一期のものとし.18は更に祈らしい積類で．縄文

式ではなく｛ものすべて縄文式とで3期に区別することがでさるであろう．

2 石器

ここでは竪穴住居址の出現したトレンチ内出土の石召を主に記戟する．

A 竪穴住居址の出土石器 ．石製品

m 6図6)は竪穴住l、嗅：の床面及び竪i'(を判め焼土（炉）を残しl.:J..府閻暉II¥土のイ澤である。

細密な加工を示す石芯は少なく ．一れに節索である．脱石りは河内らしく .l'IR4. からwJAした脱

UをIllいたいのは兒当らない．

1は自然面を残し．鋭いii部に,111Jn工の跡は兄られないが一郎に使IllLt.:0~ 分がある.;r;sr}

住む址出土である. 2 も 1収1竪六の出上である• 5, 6, 8. 10, 121:t. 「ぺて第3{;・, 第5-I}住居

址の上層生活面に発兄されたtのであ?.

15 
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Fig 616 豆穴住店址出土石鱈．石製品
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i, 13, Jヽ1は第 2丹阻頭の東側の袋状ピット内上位部から発見されたしので.13. 14は投弾

であろう。

9~11は磨製石斧であるが， IIは篇平な iolb:l石の先沿両面を軽く Jt~ さ，})をつけたものである。

12は自然石を利HJしたと思われる石製品で中央に六がありこの部分と.J只状の部分に何か深い

線刻がある。おそらく垂店であろう。

この他石製品としては凹石が第 2号住居址の炉111より発兄されたほか．石錘が丑採されている。

B 土堪墓副葬石斧

第 6 図(7) ・ 区1版 1 が頻介を埋非 した_t絋給から出土した石斧である。完全に各面を府~/f したも

のでなく ，ところどころ駄石而を残してはいるが．刃部に何か黒色物質が付れしている。刃は片

刃である。淡灰i'l色を只し肉眼では岩禎不明．

考 察

柏木岱の台地灰溢の遺跡は，この概沢に1じげた土沿だけでなく台下のillBIIDドで失なわれたあ

たりには円下b式土沿も見られた。今回の発掘では, I ~2片の土師恣．それに絞縄文式土l¥.1を

除いてはすぺて縄文式土召であり，遺物から竪穴I.I:.屈址はこの縄文時代の中期末から後期初頭に

屈するものと理駅して大過ないものと七える．

竪穴住居址内の床面に直実に出土した埋甕は．その竪穴住居の時代を示すものである。 この土

笛は大木式に駈し．他の大型土岱は円筒上屈式に屈し．これら文化の融合が兄られる。発掘域が

せまいため．遺物出土の少ない完掘 2戸の竪穴住じ址について，他との比較からの検討が充分で

さない点もある。

東囮の配石土郎群は． その構造がかなり乱雑で. m末であるが， これらは ~.i.~tと考えるのが

妥当と思うがり）出例で決定しがたい点もある．第 1分ビット中から出土した土笞は小坂X式に近

いもので．絞縄文式土店であり ．媒内でまだこの期の遺構が発堀された例のない現在．注目すぺ

さ発現であった。しかUゑ辺部や底部に石HIみのあるピットが，統縄文期によで閑絞することは

注目すぺさ点であるが．一時期古い縄文晩期の石組とや 、趣きを異にし，伝統的でない点は典昧

深い。

顛骨を出土した土砿は.!i'-くから枯土五の一沿がこわされ．死体の大部分は埋葬“後に動物の

餌として六い荒された疑いがある。もと決して類部Iこけの埋葬とはこ与えられない状況を示してい

る。

17 



総 括

昭和46年5月り）旬と 811),,IJ句の 2期にわたり．発掘された柏木岱遺跡の一部に於て．は、・完全

な 2 戸の竪穴住店と ， 数戸の竪穴住居の各一部がそれぞれ発兄 さ れた。竪穴'~面の保存は良好で

あった。

竪穴住居は円型プランで．閲溝はない。

完型に近い竪穴の一戸には，その同i及部に深いコルペン型のビット（袋状竪穴）が発兄された．

また他の竪穴にはJ』漠 1個が発兄され， 直円筒形の深いピット が検出され/.:。

これら竪穴の炉は石mlいでなく焼土だけであった。また竪穴はおそらく人ぬ的に埋められ，そ

の面は上位生泊面である。

竪穴群の1l11設はPl滴上層D式期の縄文中期末活から．顕治な店消縄文手法の発生しない後期の

琥期（祢名寺式期）にかけて行われ．その後上位に大沿式期土己をもつ縄文後期切頻の文化が営

なま れた らしい。

縄文晩期には生泊のIf{跡なく .l因住区の発掘はでさなかったが，紐縄文期の末頃の文化が営な

まれ，その給砿と息われる遺9青の一部が検出さhた。また小児頭介の発兄さ れた土砿岱は．はlj郭

品の面乎片刃石斧から，これも続縄文期のものと判定さ れる可能性が怯いが，瓜平片刃石斧を弥

生文化の一要素であるとすhi:!,小坂x式系文化はある程度は弥生的であったことになるかもし

れない。弥生式的な石岱は数樟のものが脱角郡小坂町で発兄されているが．奥羽南部のそれと同

様の使用目的をも っていたかどうかには．疑うぺさ点の多い非実用的なものがある。

本i醗の南約 5()()Ill, <fiとの境界にそい布名な狐森迫晶:ある。その大部分は盗掘により沿滅

したが縄文晩期の各期の遺物が兄られ.r¾iプi鳴滝台地には広く先史遺跡が{j.在する。その一部は
IZI 

学術発掘されている。もちろん介格の残っている上砿袋もm兒である．

＊遺跡は縄文中期遺路として円筒上屠 B式土匹の出土が知られていたが，今回の悶査により縄

文後期．絞縄文期，古墳期の遺物も発見され．殊1こ絞縄文期のや ・良好なゴ；岱の発兄は大館周辺
m 

としてははじめてのことであった。

特に西側に述なる11/.:u}iL!Iの低夷丘陵と．叫滝の台地，地形的に多くの遺跡．殊に縄文各期に

わたる竪穴住居群の存在がtit察される立地采件を似えている。

tll 大鳳項高1211介!~·It高a社会邸琵磁. 1,14s s n. 1.1r. c郎分） 2!'.111¥. 注□.l:石交閃品を~(J:t置の

完望土5を出した．帽l!;l!tlll,ばより近fりされる．
12) 大111!1高121l*85~!11 r屯漬迫 J
13)大地nでのSi<'.£馴ー(Ii遠文式）土auo1最やi~l!II!)小｝ヤが山lo(小坂x式l下llli!llknJ以追TV塔（阿式） ．

!1.ll(1t式不rnのJlrが琵兒さtiているにすぎない．
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PLI 土ぼ墓

(..1:.) 粘土董の一端黒土部分を坦IJさけ頭骨検出

（下） 土屯切嘉．刷葬石斧が現われる



PL 2 竪穴住居址訂

（上） 北側より．手前2人の発掘員が

立っているところがプルの上る逍

9下＼ 寅側より貼床面

20 
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PL 3 竪穴住区址訂

（上） 南側より貼床面

（下） 円上D式土雑の出土状況



P L 4 (J:.) mv号竪穴の石囲炉（部分）

（下）発掘凪仕
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